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平
成
21
年
度
の
執
行
状
況

平成22年
第３回定例会

平成21年度
　決算を認定

　

平
成
22
年
第
３
回
定
例
会
が
、
９
月
１
日
か
ら
10
日
ま
で
の
10
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し

た
。

　

平
成
21
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
等
の
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
、
さ
ら
に
、
平
成
22
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
、
条
例
の
改
正
、
人
事
案
件
な
ど
の
議
案
を
審
議
し
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま

し
た
。　

　

な
お
、大
子
町
立
幼
稚
園
授
業
料
条
例
、大
子
町
保
育
所
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
及

び
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
賛
成
・
反
対
同
数
の
た
め
議
長
裁
決
に
よ
り
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
７
人
の
議
員
が
登
壇
し
町
政
に
対
し
て
の
質
問
、
答
弁
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
度
一
般
会
計
の
決

算
は
、
依
然
と
し
て
厳
し
い

財
政
状
況
の
下
で
の
執
行
と
な

り
ま
し
た
が
、
行
財
政
改
革
の

推
進
に
よ
る
歳
出
の
削
減
に
努

め
な
が
ら
、
学
校
給
食
費
の
無

料
化
、
妊
婦
健
康
診
査
の
無
料

化
、
子
育
て
支
援
住
宅
建
設
事

業
、
医
療
福
祉
扶
助
の
拡
充
、

読
書
推
進
事
業
の
充
実
、
観
光

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
関
連
経
費
の

拡
充
、
大
子
町
文
化
福
祉
会
館

建
設
事
業
、
袋
田
の
滝
女
性
専

用
ト
イ
レ
建
築
事
業
、
移
動
通

信
用
鉄
塔
施
設
整
備
事
業
、
森

林
機
能
緊
急
回
復
整
備
事
業
の

ほ
か
、交
通
通
信
体
系
の
整
備
、

産
業
の
振
興
、福
祉
対
策
事
業
、

教
育
の
振
興
、
生
活
環
境
の
整

備
、
消
防
施
設
の
整
備
等
に
係

る
各
種
事
業
を
推
進
し
『
若
者

消防緊急通信指令施設

の
住
む
ま
ち
づ
く
り
』
に
努
め

ま
し
た
。

文化福祉会館　まいん

相川集会所 ふくろだ駅前住宅

《平成21年度　特別会計・水道事業会計決算》

※水道事業において、資本的収支が不足する額148,661,752円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調
整額1,519,784円、過年度分損益勘定留保資金147,141,968円で補てんした。

会　　　計　　　別 歳入決算額 歳出決算額

特　

別　

会　

計

国民健康保険事業 ２８億５,３７８万２,７５８円 ２７億１,７３２万６,０９０円  
老 人 保 健 ９,９７０万１,５４７円 ７,２１８万５,２５１円
後 期 高 齢 者 医 療 ２億１,９６４万４,９８５円 ２億１,３４１万７,１４８円
介 護 保 険 １８億７,７２２万４,２８３円  １８億２,５２４万１,３７９円
介護サービス事業 １,１９７万　３５６円 １,０４１万５,４３０円
浄 化 槽 整 備 事 業 ８,９２９万　５８２円 ８,５１５万６,２１６円
下 水 道 事 業 １,１０４万１,３８３円 １,０８７万７,２００円

水道事業会計
収益的収支 ４億９,１５９万６,９１９円 ４億８,２８３万６,０００円
資本的収支 ２,８４６万３,８００円 １億７,７１２万５,５５２円
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平成21年度　一般会計歳入歳出決算図表

分 担 金 及 び 負 担 金
諸 収 入
財 産 収 入
寄 附 金

125,311千円（1.2％）
202,112千円（1.9％）
20,013千円（0.2％）
5,485千円（0.1％）

自動車取得税交付金
利 子 割 交 付 金
配 当 割 交 付 金
株式等譲渡所得割交付金
地 方 特 例 交 付 金
ゴルフ場利用税交付金
交通安全対策特別交付金

41,895千円（0.4％）
5,351千円（0.0％）
1,722千円（0.0％）
976千円（0.0％）

25,728千円（0.2％）
16,161千円（0.2％）
2,804千円（0.0％）

町税
1,784,267千円
（17.2％）

自
主

財

源

歳入総額
10,400,668千円
（100％）

目 的 別
歳出総額

9,806,798千円
（100％）

性 質 別
歳出総額

9,806,798千円
（100％）

繰越金
910,425千円
（8.8％）
使用料及び手数料
524,816千円
（5.0％）

地 方 譲 与 税 167,020千円（1.6％）

繰 入 金 49,846千円（0.5％）

地 方 消 費 税 交 付 金 189,094千円（1.8％）
県 支 出 金 682,929千円（6.6％）

歳 入

目的別歳出

性質別歳出

34.9
%

地方交付税
3,667,068千円
（35.3％）

国

県

等

依

存

財

源

65.1%

町債
1,072,687千円
（10.3％）国庫支出金

904,958千円
（8.7％）

総務費
1,513,674千円
（15.4％）

公債費
1,379,756千円
（14.1％）人件費

2,440,120千円
（24.9％）

物件費
1,259,726千円
（12.8％）

繰出金
878,817千円
（9.0％）

普通建設事業費
1,907,321千円
（19.4％）

扶助費
739,111千円
（7.5％）

民生費
2,000,706千円
（20.4％）

衛生費
736,765千円
（7.5％）農林水産業費

679,729千円
（6.9％）

教育費
837,618千円
（8.5％）

公債費
1,379,756千円
（14.1％）

商 工 費 295,111千円（3.0％）

維 持 補 修 費
投資及び出資金、貸付金

46,539千円（0.5％）
13,592千円（0.1％）

積 立 金 400,822千円（4.1％）

消 防 費 436,160千円（4.5％）

諸 支 出 金 408,854千円（4.2％）

議 会 費 93,785千円（1.0％）

土木費
1,424,640千円
（14.5％）

補助費等
740,994千円
（7.6％）
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４
億
２
９
１
３
万
円
の
増
額

　

第
３
回
定
例
会

　
　
　
　
　

行
政
報
告

　

平
成
22
年
度
大
子
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
の

主
な
歳
入
歳
出
は
、
表
の
と
お

り
で
す
が
、
補
正
後
の
予
算
総

額
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
89

億
１
７
９
６
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

　

そ
の
他
に
、
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
１
０
４
６
万
８

千
円
、
介
護
保
険
特
別
会
計
２

０
４
１
万
３
千
円
、
浄
化
槽
整

備
事
業
特
別
会
計
△
１
３
１
万

９
千
円
、
水
道
事
業
会
計
資
本

的
収
入
１
５
０
３
万
６
千
円
の

補
正
が
あ
り
ま
し
た
。

　

実
質
赤
字
比
率
及
び
連
結
実

質
赤
字
比
率
は
無
く
、
実
質
公

債
費
比
率
、
将
来
負
担
比
率
、

い
ず
れ
に
お
い
て
も
健
全
で
あ

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
資
金
不
足
比
率
は
、

水
道
事
業
会
計
、
浄
化
槽
整
備

事
業
特
別
会
計
及
び
下
水
道
事

業
特
別
会
計
が
算
定
の
対
象
に

な
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
資
金

不
足
比
率
は
無
く
、
健
全
で
あ

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　　

町
税
の
収
入
総
額
は
、
17
億

８
４
２
６
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
徴
収
率
は
、
現
年
度
分
は

95･
６
％
、
全
体
で
は
80･

４
％

で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
収
入

額
が
６
億
４
７
５
１
万
円
と
な

り
、
徴
収
率
は
、
社
会
保
険
離

脱
者
の
国
民
健
康
保
険
加
入
件

数
増
加
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、

70･

38
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

滞
納
額
は
、
21
年
度
末
で
３

億
８
９
０
０
万
円
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

今
後
も
、
町
の
貴
重
な
自
主

財
源
の
確
保
と
税
負
担
の
公
平

性
を
確
保
す
る
た
め
、
徴
収
率

の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

構
造
耐
震
性
能
指
標
で
あ
る

Ｉ
Ｓ
値
が
「
０･

７
」
を
上
回

る
と
と
も
に
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

強
度
も
十
分
な
も
の
と
診
断
さ

れ
、「
耐
震
性
が
確
保
さ
れ
て

い
る
建
物
で
あ
る
」
と
判
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

10
月
１
日
現
在
日
本
に
住
ん

で
い
る
す
べ
て
の
人
・
世
帯
を

対
象
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算

一般会計補正予算の主なもの
歳　　　　入 補　正　額

県支出金 755万９千円

保育所受託児童保育料 △3,679万７千円

普通交付税 １億6,372万７千円

繰越金 ３億円　　　　　

歳　　　　出 補　正　額

財政調整基金積立金 ３億円　　　　　

かんがい排水整備事業費補助金 1,400万円　　

まちづくり交付金事業費 940万４千円

子育て支援住宅用地購入費 6,000万円　　

廃棄物処理施設整備計画策定等業務委託料 △1,000万８千円

職員給与費 △1,088万９千円

国民健康保険事業特別会計繰出金 889万３千円

水道事業会計繰出金 1,503万６千円

平
成
21
年
度
健
全
化

判
断
比
率
及
び
資
金

不
足
比
率

平
成
21
年
度
町
税
の

収
入
状
況

上
小
川
小
学
校
校
舎

耐
震
２
次
診
断
結
果

国
勢
調
査

第２回臨時会　提出議案等と審議結果
議案番号 議    案    名 結　果

議案第58号 大子町地域情報通信基盤整備工事請負契約の締結について
（光ファイバーケーブルの敷設） 原案可決

議案第59号 平成22年度大子町一般会計補正予算（第２号）
（観光整備事業等1,455万６千円の増額） 原案可決

※第２回臨時会は、７月28日（水）開催されました。
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第３回定例会　提出議案等と審議結果
議案番号 議    案    名 結　果

報告第２号 継続費の精算報告について 報 告 済

議案第60号 大子町立幼稚園授業料条例（授業料を無料とする） 原案可決

議案第61号 大子町保育所設置条例の一部を改正する条例 （保育料を無料とする） 原案可決

議案第62号 大子町営駐車場設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
　（大子駅前駐車場を普通自動車専用駐車場として改修整備） 原案可決

議案第63号 大子町手数料徴収条例の一部を改正する条例（政令の改正に伴う） 原案可決

議案第64号 大子町立公民館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
　（研修室を設置することに伴う） 原案可決

議案第65号 大子町営体育施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
　（矢田体育館を大子町営宿泊施設やみぞへ移管する） 原案可決

議案第66号 大子町営宿泊施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
　（矢田体育館を大子町営宿泊施設やみぞ付属施設として管理する） 原案可決

議案第67号 大子町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例
　（法律の規定に基づき一般廃棄物の処分に関する事項を加える） 原案可決

議案第68号 大子町火災予防条例の一部を改正する条例 （省令の改正による） 原案可決

議案第69号 大子町過疎地域自立促進計画について 原案可決

議案第70号 大子町教育委員会委員の任命について 原案同意

議案第71号 平成22年度大子町一般会計補正予算（第３号） 原案可決

議案第72号 平成22年度大子町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第73号 平成22年度大子町介護保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第74号 平成22年度大子町浄化槽整備事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第75号 平成22年度大子町水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第76号 平成21年度大子町一般会計歳入歳出決算の認定について 原案認定

議案第77号 平成21年度大子町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 原案認定

議案第78号 平成21年度大子町老人保健特別会計歳入歳出決算の認定について 原案認定

議案第79号 平成21年度大子町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 原案認定

議案第80号 平成21年度大子町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 原案認定

議案第81号 平成21年度大子町介護サービス事業特別会計歳入歳出決算の認定について 原案認定

議案第82号 平成21年度大子町浄化槽整備事業特別会計歳入歳出決算の認定について 原案認定

議案第83号 平成21年度大子町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 原案認定

議案第84号 平成21年度大子町水道事業会計決算の認定について 原案認定
議員提出
議案第４号 農業農村整備事業予算の確保を求める意見書 原案可決

件　　名 結　果

請願第１号 米価の下落に歯止めをかけ、再生産できる米価の実現を求める請願 不 採 択

請願第２号 残した地区の光ファイバー至急整備に関する請願書 継続審査

請願第３号 農業農村整備事業の予算確保に関する請願 採　　択

陳情第３号 「自主共済制度の保険業法適用除外」実現を求める陳情 継続審査

請願・陳情の審議結果
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平成21年度 平成20年度 前年度対比

①財政力指数 　 0.344％  　0.346％  △0.002％

②経常収支比率   　89.2％ 　　91.3％ △　2.1％

③公債費負担比率 　　18.3％ 　　21.2％ △　2.9％

平成21年度 平成20年度 前年度対比
①実質赤字比率 赤字

なし
赤字
なし②連結実質赤字比率

③実質公債費比率 13.50％ 15.20％ △ 1.7％
④将来負担比率 113.50％ 126.90％ △13.4％

平成21年度 平成20年度

①水道事業会計
資金
不足
なし

資金
不足
なし

②浄化槽整備事業特別会計

③下水道事業特別会計

決
算
審
査
意
見
書

　

決
算
は
計
数
的
に
正
確
で
あ

り
、
そ
の
運
営
は
常
に
企
業
の

経
済
性
を
念
頭
に
置
き
な
が

ら
、
公
共
の
福
祉
の
増
進
に
寄

与
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ

る
。
常
に
経
費
節
減
に
努
め
て

の
運
営
で
あ
り
経
営
努
力
が
認

め
ら
れ
る
。

①
今
後
と
も
独
立
採
算
の
原
則

に
立
ち
、合
理
的
な
運
営
の
下
、

コ
ス
ト
の
低
減
化
に
努
力
さ
れ

た
い
。

②
引
き
続
き
漏
水
対
策
等
に
努

力
す
る
と
と
も
に
、
有
収
率
の

向
上
に
努
め
ら
れ
た
い
。

③
各
施
設
や
配
水
管
の
老
朽
化

も
進
ん
で
い
る
た
め
、
長
期
的

な
計
画
の
下
、
健
全
な
経
営
に

努
力
さ
れ
た
い
。

水
道
事
業
会
計
決
算

　

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
及

び
特
別
会
計
の
決
算
並
び
に
基

金
の
運
用
状
況
等
を
審
査
し
た

結
果
、
経
理
は
す
べ
て
相
違
な

く
適
性
と
認
め
る
。
ま
た
、
基

金
の
運
用
状
況
に
つ
い
て
も
そ

の
目
的
に
添
っ
て
適
切
に
運
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
め
る
。

①
納
税
者
に
不
公
平
感
を
生
じ

さ
せ
な
い
た
め
に
も
引
き
続
き

滞
納
整
理
に
努
力
さ
れ
た
い
。

②
町
債
に
つ
い
て
は
、
抑
制
の

方
向
で
起
債
計
画
を
立
て
る
と

と
も
に
、
そ
の
運
用
に
当
た
っ

て
は
慎
重
を
期
さ
れ
た
い
。

③
事
務
事
業
の
見
直
し
に
よ
り

行
財
政
改
革
を
推
進
し
、
健
全

な
財
政
運
営
を
図
る
よ
う
努
め

ら
れ
た
い
。

歳
入
歳
出
決
算
及
び

　
　
　
　
　

基
金
の
運
用

監
査
委
員　

石
川　

快
勝

監
査
委
員　

小
林　

秀
次

①
財
政
力
指
数

　

標
準
的
な
行
政
活
動
に
必
要

な
財
源
を
、
ど
れ
く
ら
い
自
力

で
調
達
で
き
る
か
を
表
す
指

数
。

　

指
数
が
１
に
近
い
ほ
ど
財
源

に
余
裕
が
あ
る
と
さ
れ
、
１
を

超
え
る
と
地
方
交
付
税
の
不
交

付
団
体
と
な
る
。

　

前
年
度
に
比
べ
０
・
０
０
２

ポ
イ
ン
ト
減
少
し
た
。

②
経
常
収
支
比
率

　

財
政
の
弾
力
性
を
見
る
た
め

の
指
標
。

　

人
件
費
、
公
債
費
、
扶
助
費

等
の
毎
年
経
常
的
経
費
に
地
方

税
・
普
通
交
付
税
等
を
中
心
と

す
る
経
常
的
一
般
財
源
が
ど
の

程
度
充
当
さ
れ
て
い
る
か
を
表

す
比
率
で
す
。
80
％
以
上
警
戒

ラ
イ
ン
、
90
％
以
上
危
険
ラ
イ

ン
。

　

昨
年
度
よ
り
２
・
１
ポ
イ
ン

ト
減
少
し
た
。

③
公
債
費
負
担
比
率

　

一
般
財
源
を
ど
れ
く
ら
い
公

債
費
（
借
入
金
の
返
済
）
に
使

わ
れ
て
い
る
か
を
表
す
比
率
で

す
。
15
％
以
上
警
戒
ラ
イ
ン
、

20
％
以
上
危
険
ラ
イ
ン
。

　

昨
年
度
よ
り
２
・
９
ポ
イ
ン

ト
減
少
し
た
。

　
11
月

▽
10
日
（
水
）
開　

会
・

　
　
　
　

提
案
理
由
の
説
明
等

▽
11
日
（
木
）
自
宅
審
議

▽
12
日
（
金
）
自
宅
審
議

▽
13
日
（
土
）
自
宅
審
議

▽
14
日
（
日
）
自
宅
審
議

▽
15
日
（
月
）
一
般
質
問

▽
16
日
（
火
）
一
般
質
問

▽
17
日
（
水
）
一
般
質
問

▽
18
日
（
木
）
逐
条
審
議

▽
19
日
（
金
）
逐
条
審
議

　
　
　
　
　
　

閉　

会

　

議
会
傍
聴
は
町
政
を
知
る
良

い
機
会
で
す
、
お
気
軽
に
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

　

手
続
き
は
、
役
場
３
階
の
傍

聴
席
で
受
付
簿
に
住
所
、
氏
名

等
を
記
入
す
る
だ
け
で
す
。

第
４
回
定
例
会
開
催
予
定

①
実
質
赤
字
比
率
及
び
連
結
実

質
赤
字
比
率
は
無
く
、
実
質
公

債
比
率
に
つ
い
て
は
、
早
期
健

全
化
基
準
が
25
・
０
％
の
と
こ

ろ
13
・
５
％
で
あ
る
。
ま
た
、

将
来
負
担
比
率
に
つ
い
て
も
、

早
期
健
全
化
基
準
が
３
５
０
・

０
％
の
と
こ
ろ
１
１
３
・
５
％

で
あ
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
健
全

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

②
資
金
不
足
比
率
で
は
、
資
金

不
足
額
は
無
い
。

財
政
健
全
化
判
断
比
率

消防本部における監査

※公営企業会計ごとの資金不足額の事業規模に
対する比率

※①～④の４つの財政指標の総称で、財政の早期健全化や
再生の必要性を判断するもの

資金不足比率 健全化判断比率

一般会計財政分析主要指標
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い っ ぱ ん し つ も んい っ ぱ ん し つ も ん 保
育
所
、
幼
稚
園
の
無
料
化
に
つ
い
て

佐　

藤　

正　

弘　

議
員

問　

年
度
の
途
中
で
保
育
所
、

幼
稚
園
の
無
料
化
を
打
ち
出
し

た
が
、
そ
の
意
図
は
。

答　

町
長

　

出
生
数
の
減
少
で
町
の
将
来

に
危
機
感
が
あ
る
。
親
の
経
済

的
負
担
の
軽
減
。
22
年
度
は
、

繰
越
金
、
地
方
交
付
税
、
過
疎

債
等
で
、
９
億
５
８
０
０
万
円

が
新
た
な
財
源
と
な
る
。
予
算

の
確
保
も
で
き
た
の
で
一
刻
も

早
く
計
上
し
た
。

問　

持
続
的
に
、
無
料
化
を
実

施
す
る
た
め
の
、
財
政
の
見
通

し
、
他
の
施
策
へ
の
影
響
は
。

答　

町
長

　

効
率
的
な
行
財
政
運
営
を
行

う
こ
と
で
、
将
来
的
に
も
財
源

は
十
分
対
応
で
き
、
他
の
施
策

へ
の
影
響
は
特
に
な
い
と
考
え

て
い
る
。

問　

無
料
化
に
よ
っ
て
、入
園
、

入
所
の
希
望
や
幼
稚
園
か
ら
保

育
所
へ
の
移
動
な
ど
の
意
向
調

査
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

答　

町
長

充実が求められる学校図書室

教
育
環
境
の
整
備
、
充
実
に
つ
い
て

問　

図
書
標
準
の
達
成
、
司
書

の
配
置
、
学
童
保
育
未
実
施
校

の
実
施
、
ま
た
、
小
・
中
学
校

の
施
設
改
善
、
ク
ー
ラ
ー
の
設

置
な
ど
の
実
現
は
。

答　

教
育
長

　

図
書
標
準
目
標
を
達
成
し
て

い
る
の
は
、
小
学
校
３
校
、
中

学
校
２
校
で
あ
る
。
司
書
は
、

規
定
対
象
の
だ
い
ご
小
学
校
に

教
諭
兼
任
を
１
名
配
置
し
て
あ

る
。
ク
ー
ラ
ー
は
、
保
健
室
、

パ
ソ
コ
ン
室
に
は
全
校
設
置
し

て
あ
る
。

答　

町
長

　

学
童
保
育
に
つ
い
て
は
、
指

導
員
の
確
保
、
施
設
の
確
保
の

問
題
が
あ
る
。
問
題
が
解
決
し

た
所
か
ら
順
次
、
積
極
的
に
実

施
し
て
い
き
た
い
。

問　

大
子
町
は
、
非
核
平
和
都

市
宣
言
の
町
で
あ
る
。
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し

て
い
る
の
か
。
若
い
世
代
に
、

平
和
教
育
を
推
進
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答　

町
長　

　

日
本
非
核
宣
言
自
治
体
協
議

会
に
参
加
し
て
い
る
。
平
和
大

行
進
、
反
核
平
和
リ
レ
ー
等
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
送
付
あ
る
い
は
、

激
励
の
挨
拶
を
行
っ
て
い
る
。

　

特
に
調
査
は
し
て
い
な
い
。

問　

期
待
さ
れ
る
効
果
で
、
町

外
か
ら
の
転
入
、
出
生
数
の
増

加
、
ま
た
、
保
育
所
の
整
備
、

多
様
な
保
育
の
実
施
、
高
齢
者

福
祉
の
向
上
な
ど
を
あ
げ
て
い

る
が
、
具
体
的
目
標
は
。

答　

町
長

　

医
療
費
の
無
料
化
、
給
食

費
の
無
料
化
な
ど
を
総
合
的
に

進
め
る
こ
と
で
効
果
が
出
て
来

そ
の
他
の
質
問

○
町
長
の
公
約
に
つ
い
て

健
康
保
険
税
の
引
き
下
げ
に
つ
い
て

問　

収
納
状
況
で
、滞
納
繰
越
、

収
納
額
、不
納
欠
損
の
状
況
は
、

低
所
得
世
帯
に
、
滞
納
が
多
く

発
生
し
て
い
る
現
状
は
明
ら
か

で
あ
る
。
引
き
下
げ
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

答　

町
長　

　

滞
納
繰
越
は
２
憶
４
４
０
０

万
円
で
、
収
納
額
は
、
４
８
０

０
万
円
、
不
納
欠
損
は
、
１
２

０
０
万
円
、
21
年
度
の
滞
納
世

帯
は
、
６
２
３
世
帯
で
あ
る
。

引
き
下
げ
は
現
状
で
は
無
理
で

あ
る
。

る
。
特
に
具
体
的
に
数
字
で
は

と
ら
え
て
い
な
い
。
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い っ ぱ ん し つ も んい っ ぱ ん し つ も ん な
ぜ
保
育
料
が
無
料
化
な
の
か

吉　

成　

好　

信　

議
員

建設中の上小川住宅

問　

給
食
費
無
料
化
の
時
も
９

月
補
正
で
あ
っ
た
が
、
な
ぜ
９

月
補
正
な
の
か
。
基
本
的
な
方

針
は
年
度
当
初
に
提
案
す
べ
き

で
あ
る
。

　

幼
稚
園
の
授
業
料
、
保
育
所

の
保
育
料
を
無
料
化
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
子
育
て
が
で
き
る
と

思
っ
て
い
る
の
か
。
親
は
苦
労

し
て
子
を
育
て
て
い
く
、「
見

て
育
つ
父
の
背
中
と
母
の
顔
」

と
の
た
と
え
も
あ
る
。

　

働
く
場
所
が
な
い
の
に
若
者

に
住
め
と
言
っ
て
も
無
理
で
、

条
件
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

無
料
化
よ
り
実
施
す
べ
き
こ
と

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答　

町
長

　

出
生
数
が
少
な
い
の
で
、
子

育
て
世
代
に
大
子
町
に
定
住
し

て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
子
育
て
は
、
親
・
地
域
・

行
政
の
三
者
で
取
り
組
む
事
が

必
要
。
現
在
の
経
済
情
勢
か
ら

給
料
が
下
が
り
失
業
が
増
え
て

い
る
か
ら
、
早
急
に
対
応
し
た

い
の
で
年
度
途
中
か
ら
だ
が
実

施
す
る
。

県
内
で
大
子
町
だ
け

　

支
給
さ
れ
て
な
い
難
病
見
舞
金

問　

難
病
患
者
の
実
状
を
踏
ま

え
て
、
難
病
見
舞
金
制
度
に
向

け
て
請
願
活
動
を
開
始
し
て
か

ら
12
年
目
を
迎
え
る
が
、
県
内

で
た
だ
一
か
所
、
大
子
町
を
残

す
の
み
で
あ
る
。
栃
木
県
・
群

馬
県
で
は
全
市
町
村
で
実
施
し

て
い
る
。

　
「
働
き
た
く
と
も
働
け
ず
、

収
入
の
な
い
私
達
に
は
幾
分
で

も
助
か
り
ま
す
。」「
医
療
費
の

一
部
と
な
り
ま
す
」。
な
ど
の

声
が
届
い
て
い
る
。
日
本
一
の

子
育
て
を
目
指
す
大
子
町
に

と
っ
て
難
病
見
舞
金
制
度
も
福

祉
政
策
の
一
つ
で
あ
り
、
町
に

は
88
名
の
方
が
お
り
、
実
施
を

望
む
。

答　

町
長

　

難
病
患
者
に
年
１
万
円
や
２

万
円
の
見
舞
金
を
支
給
し
な
い

か
ら
福
祉
の
低
下
に
繋
が
る
も

そ
の
他
の
質
問

○
高
齢
者
対
策
に
つ
い
て

の
で
は
な
い
。
福
祉
と
い
う
も

の
は
他
市
町
村
が
や
っ
て
い
る

か
ら
真
似
す
る
の
で
な
く
市
町

村
で
何
が
必
要
な
の
か
だ
。
１

万
円
や
２
万
円
の
見
舞
金
が
福

祉
に
効
果
が
あ
る
の
か
疑
問
を

持
っ
て
い
る
。

子
育
て
支
援
住
宅
だ
け
が

　
　
　
　
　
　

子
育
て
な
の
か

問　

初
原
地
内
の
土
地
購
入
費

と
し
て
、
６
０
０
０
万
円
が
計

上
さ
れ
て
い
る
。
面
積
３
８
５

０
６
㎡
、
利
用
有
効
面
積
２
万

㎡
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
場
所
は
県
道

か
ら
数
１
０
０
ｍ
も
入
り
、
道

路
も
狭
く
子
供
の
通
学
に
も
危

険
だ
、
防
犯
灯
の
設
置
も
必
要

で
子
育
て
支
援
住
宅
用
地
に
は

適
さ
な
い
。
民
間
住
宅
に
入
居

し
て
い
る
方
に
つ
い
て
も
子
育

て
支
援
同
様
の
手
当
を
支
給
す

れ
ば
住
宅
建
設
の
必
要
は
な

く
、
民
間
住
宅
を
圧
迫
す
る
こ

と
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答　

町
長

　

子
育
て
支
援
住
宅
は
間
取
、

駐
車
場
等
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
民

間
住
宅
よ
り
子
育
て
し
や
す
い

環
境
だ
。
子
育
て
支
援
住
宅
が

で
き
た
こ
と
に
よ
り
転
出
せ
ず

子
育
て
し
て
い
る
人
達
が
い

る
。
今
後
も
整
備
を
進
め
る
。
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い っ ぱ ん し つ も んい っ ぱ ん し つ も ん 子
育
て
の
基
本
は

益　

子　

英　

明　

議
員

問　

子
育
て
と
い
う
考
え
方

は
、
今
も
昔
も
同
じ
で
あ
り
、

親
は
子
供
の
た
め
な
ら
苦
労
と

も
考
え
ず
、
子
供
達
を
養
い
教

育
を
受
け
さ
せ
る
と
い
う
こ
と

で
、
親
の
威
厳
や
親
子
間
の
信

頼
関
係
と
い
う
も
の
が
築
か
れ

て
き
た
と
考
え
る
。

　

現
在
、
実
施
し
て
い
る
学
校

給
食
費
の
無
料
化
や
、
今
回
提

案
し
て
い
る
保
育
料
の
無
料
化

は
、
親
子
関
係
の
基
本
的
な
部

分
の
崩
壊
に
繋
が
る
の
で
は
な

い
か
と
心
配
し
て
い
る
。

　

町
長
が
子
育
て
を
し
て
い
た

頃
に
、
子
育
て
の
基
本
は
ど
の

よ
う
な
こ
と
と
考
え
て
い
た

か
。

答　

町
長

　

子
供
を
安
心
し
て
生
み
育
て

ら
れ
る
環
境
と
子
供
が
健
や
か

に
育
つ
環
境
を
整
備
す
る
こ
と

が
基
本
だ
と
考
え
る
。
子
育
て

を
親
に
だ
け
任
せ
る
の
で
は
な

く
、
行
政
、
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
連
携
、
協
力
し
て
社

会
全
体
で
支
え
る
必
要
が
あ

り
、
親
の
経
済
的
負
担
を
軽
減

す
る
こ
と
に
よ
り
子
育
て
世
代

が
、大
子
町
に
定
住
や
、Ｕ
タ
ー

ン
し
た
り
す
る
と
考
え
る
。
私

自
身
の
子
育
て
の
基
本
だ
が
、

毎
日
が
夢
中
で
生
活
し
、
子
供

を
養
い
教
育
し
て
い
く
と
い
う

こ
と
で
精
一
杯
だ
っ
た
の
で
、

子
育
て
の
基
本
と
い
う
こ
と
を

考
え
て
子
育
て
は
し
て
な
か
っ

た
。

保
育
料
の
無
料
化
に
つ
い
て

保育園での楽しい遊び

問　

子
育
て
支
援
事
業
と
し

て
、
学
校
給
食
費
の
無
料
化
、

保
育
料
の
無
料
化
、
幼
稚
園
授

業
料
の
無
料
化
等
は
大
子
町
に

と
っ
て
今
行
う
べ
き
施
策
な
の

か
ど
う
か
大
変
疑
問
で
あ
る
。

こ
の
無
料
化
は
あ
る
意
味
、
町

民
全
体
に
負
担
を
か
け
る
政
策

で
あ
る
。
収
入
が
多
く
て
も
少

な
く
て
も
無
料
と
い
う
こ
と
で

な
く
、
所
得
に
見
合
っ
た
段
階

的
な
補
助
金
的
政
策
に
す
る
べ

き
と
考
え
る
。
町
長
は
、
交
付

税
の
増
額
や
過
疎
債
の
振
り
替

え
等
で
財
源
は
大
丈
夫
と
の
説

明
だ
が
、
本
当
に
財
政
が
持
続

し
て
い
く
の
か
。

答　

町
長

　

所
得
の
あ
る
人
も
少
な
い
人

も
同
じ
く
無
料
に
す
る
の
は
不

公
平
だ
と
い
う
意
見
が
あ
る
の

は
承
知
し
て
い
る
。
し
か
し
、

所
得
に
見
合
っ
た
政
策
で
は
、

所
得
の
高
い
人
は
大
子
に
来
な

く
な
っ
て
し
ま
う
。
所
得
の
高

い
人
に
来
て
も
ら
い
た
い
。
高

齢
化
が
進
む
中
、
働
き
盛
り
の

20
代
か
ら
40
代
の
人
を
呼
び
戻

し
て
、
極
端
に
言
え
ば
高
齢
者

の
介
護
経
費
を
担
っ
て
も
ら

う
。
子
育
て
支
援
は
少
子
化
対

策
だ
け
で
な
く
地
域
活
性
化
の

施
策
で
も
あ
る
。こ
の
政
策
は
、

今
実
施
し
な
か
っ
た
ら
手
遅
れ

に
な
っ
て
し
ま
う
。
町
民
に
負

担
を
か
け
る
と
い
う
こ
と
は
当

然
の
こ
と
で
、
道
路
を
造
る
に

も
町
民
全
体
に
か
か
っ
て
く
る

わ
け
で
、
こ
の
無
料
化
政
策
だ

け
が
町
民
に
負
担
を
か
け
る
と

い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
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い っ ぱ ん し つ も んい っ ぱ ん し つ も ん 本
町
の
介
護
事
業
の
現
況
と
課
題
は

野　

内　

健　

一　

議
員

問　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や

介
護
老
人
保
健
施
設
等
の
介
護

施
設
へ
、
入
所
を
希
望
さ
れ
て

い
る
待
機
者
は
現
在
ど
の
く
ら

い
か
。

答　

町
長

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
久

慈
川
荘
で
72
人
、
老
人
保
健
施

設
や
す
ら
ぎ
が
20
人
、
温
泉
リ

ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
虹
の
丘
が
25

人
。

問　

待
機
者
の
解
消
に
向
け
た

実
施
計
画
は
、
策
定
さ
れ
て
い

る
か
。

答　

町
長

　

現
在
、
第
４
期
の
大
子
町
高

齢
者
福
祉
計
画
介
護
保
険
事
業

計
画
の
中
で
実
施
し
て
い
る

が
、
さ
ら
に
改
善
策
と
し
て
、

平
成
24
年
か
ら
予
定
し
て
い
る

第
５
期
の
計
画
の
中
で
も
検
討

す
る
。

問　

今
後
、
大
子
町
の
介
護
施

設
を
整
備
す
る
上
で
、
利
用
料

金
の
負
担
が
少
な
い
多
床
室
や

老
老
介
護
等
に
対
応
で
き
る
２

床
室
へ
の
取
り
組
み
は
。

答　

町
長

　

現
在
の
よ
う
に
施
設
利
用
者

行
政
が
音
頭
を
取
っ
て
、

　
　
　

民
間
企
業
の
創
出
を

問　

本
町
へ
の
企
業
誘
致
は
現

状
と
し
て
、
大
変
困
難
な
状
況

で
あ
る
。
今
後
は
行
政
が
必
要

と
す
る
事
業
を
行
政
が
音
頭
を

と
り
、
新
た
な
企
業
を
創
出
で

き
な
い
か
。

答　

町
長

　

民
間
企
業
の
創
出
は
理
想
だ

が
、
難
し
い
問
題
も
あ
り
、
今

後
の
検
討
課
題
と
さ
せ
て
い
た

だ
く
。

の
待
機
者
が
多
く
存
在
す
る
対

策
と
し
て
は
有
効
と
考
え
る

が
、
国
の
制
度
と
し
て
は
、
認

め
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、

国
の
方
針
が
変
更
さ
れ
た
場
合

を
想
定
し
た
検
討
も
必
要
と
思

う
。

問　

介
護
保
険
を
申
請
し
て
か

ら
、
認
定
さ
れ
る
ま
で
の
期
間

は
ど
の
く
ら
い
か
。

答　

町
長

　

申
請
が
あ
っ
て
２
週
間
以介護福祉施設

内
で
調
査
を
実
施
、
１
ヶ
月
以

内
で
要
介
護
度
の
認
定
が
で

る
。
し
か
し
、
医
師
の
診
断
書

が
１
ヶ
月
以
上
か
か
る
場
合
に

は
、
大
変
遅
れ
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
り
、
憂
慮
し
て
い
る
。

問　

法
的
に
は
、
申
請
時
点
か

ら
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
現

状
は
ど
う
か
。

答　

町
長

　

申
請
を
す
れ
ば
サ
ー
ビ
ス
は

当
然
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
但
し
、
仮
認
定
で
の

サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
の
で
、
ど
の

範
囲
ま
で
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
か
、
注
意
が
必
要
。

問　

介
護
保
険
制
度
の
中
心

的
役
割
を
持
つ
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
業
務
範
囲
と
し
て
、

国
の
運
営
基
準
に
は
、
介
護
保

険
利
用
者
の
生
活
全
般
に
わ
た

る
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
で
あ
る
と

記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
は

す
ご
く
制
限
さ
れ
た
業
務
し
か

出
来
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ

る
、
ど
う
思
う
か
。

答　

町
長

　

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
権
限

や
処
遇
改
善
な
ど
も
含
め
て
広

げ
る
べ
き
と
思
う
。今
後
と
も
、

国
に
対
し
て
の
働
き
か
け
を
強

化
し
て
い
き
た
い
。

問　

大
子
町
に
お
け
る
小
規
模

多
機
能
型
施
設
の
現
状
は
。

答　

町
長

　

温
泉
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
虹

の
丘
に
併
設
し
て
い
る
が
、
ま

だ
定
員
に
比
べ
て
稼
働
率
が
低

い
た
め
、町
と
し
て
も
広
報
に
、

力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

○
綿
引
町
政
、
４
年
間
の
評
価

と
今
後
に
つ
い
て
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い っ ぱ ん し つ も んい っ ぱ ん し つ も ん 保
育
料
・
幼
稚
園
授
業
料
の
無
料
化
は

鈴　

木　

陸　

郎　

議
員

問　

無
料
化
の
提
案
は
、
町
長

の
発
案
で
、
事
務
的
な
こ
と
は

福
祉
課
で
ま
と
め
た
の
か
。

答　

町
長

　

昨
年
、
庁
内
の
若
手
職
員
を

中
心
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
作
り
そ
の
チ
ー
ム
か
ら
の
提

案
で
あ
る
。

問　

文
教
厚
生
委
員
会
で
町
内

各
施
設
を
視
察
し
た
お
り
、
池

田
保
育
所
、
小
生
瀬
保
育
所
の

老
朽
化
が
目
立
ち
、
特
に
池
田

保
育
所
、
大
子
幼
稚
園
の
雨
漏

り
が
放
置
さ
れ
て
い
た
が
。

答　

町
長

　

保
育
所
、
幼
稚
園
と
も
大
部

分
整
備
し
た
が
手
続
き
上
の
問

題
化
と
思
う
。　

答　

福
祉
課
長　

　

再
度
調
査
し
早
急
に
対
処
す

る
。

答　

学
校
教
育
課
長

　

状
況
の
報
告
が
あ
れ
ば
至
急

対
処
す
る
。

問　

民
間
委
託
し
て
い
る
だ
い

ご
保
育
園
で
は
、
土
曜
日
、
祝

日
保
育
、
一
時
預
か
り
保
育
、

広
域
保
育
等
の
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
る
。
子
育
て
日
本
一

を
目
標
と
す
る
本
町
、
町
立
保

育
所
で
も
対
応
策
は
考
え
て
い

る
の
か
。

答　

町
長

　

保
育
事
業
は
、
国
の
保
育
所

保
育
指
針
に
よ
っ
て
行
っ
て
い

る
。
地
理
的
な
条
件
は
あ
る
が

要
望
が
あ
れ
ば
今
後
検
討
す

る
。

問　

保
育
料
、
授
業
料
の
滞
納

は
何
件
あ
る
の
か
。

答　

町
長

　

３
月
末
で
７
８
２
万
円
あ
り

早
急
に
解
消
に
つ
と
め
る
。

問　

民
営
化
の
だ
い
ご
保
育
園

は
、
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
こ
た

え
人
気
が
高
い
。
コ
ス
ト
的
に

も
有
利
で
は
な
い
か
。
民
営
化

す
る
考
え
は
な
い
か
。

答　

町
長

　

民
営
化
を
受
け
る
立
場
か
ら

楽しく遊ぶ子どもたち

町
の
執
行
体
制
は

問　

副
町
長
の
役
割
は
何
か
。

答　

副
町
長

　

補
助
機
関
の
一
員
と
し
て
町

長
の
補
佐
す
る
こ
と
、
政
策
・

企
画
に
つ
い
て
職
員
の
事
務
を

指
揮
監
督
す
る
こ
と
。
特
に
職

員
の
意
識
改
革
、
能
力
の
向
上

を
図
る
こ
と
と
、
大
子
町
ブ
ラ

ン
ド
構
築
は
町
長
よ
り
命
じ
ら

れ
て
い
る
。

問　

教
育
長
の
小
中
学
校
の
統

廃
合
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答　

町
長

　

児
童
・
生
徒
数
の
変
化
、
子

育
て
支
援
の
動
向
、
国
が
示
す

学
級
編
成
基
準
の
改
正
、
耐
震

化
の
動
向
等
と
の
整
合
性
を
図

り
対
応
し
た
い
。

問　

複
式
学
級
実
施
校
で
支
援

員
の
勤
務
時
間
延
長
は
で
き
な

い
か
。

答　

教
育
長

　

学
校
等
の
要
望
（
持
ち
時
間

数
の
増
、
給
料
面
の
配
慮
）
が

あ
る
の
で
精
査
し
て
十
分
配
慮

で
き
る
よ
う
考
え
た
い
。

問　

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
政
治
か

ら
全
員
（
野
球
）
型
へ
、
副
町

長
、
教
育
長
、
各
課
長
に
あ
る

程
度
の
決
済
権
限
を
持
た
せ
る

こ
と
に
よ
り
、
次
の
世
代
の
職

員
を
育
て
て
は
。

答　

町
長

　

前
田
中
副
町
長
に
よ
る
役
場

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
、
筑
波
大
の
先
生

に
よ
る
職
員
研
修
、
成
井
副
町

長
に
よ
る
研
修
等
で
職
員
能
力

ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
る
。

採
算
が
合
う
か
、
町
の
立
場
か

ら
サ
ー
ビ
ス
向
上
、
合
理
化
が

図
れ
る
か
、
こ
の
２
つ
が
合
致

す
る
か
が
条
件
だ
。
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い っ ぱ ん し つ も んい っ ぱ ん し つ も ん 保
育
料
の
無
料
化
に
つ
い
て

大　

森　

勝　

夫　

議
員

問　

保
育
料
の
無
料
化
は
軽
減

措
置
で
も
良
い
の
で
は
な
い

か
。

答　

町
長　

　

無
料
化
し
て
も
財
政
的
に
十

分
耐
え
ら
れ
る
裏
付
け
が
あ

る
。
軽
減
と
い
っ
た
中
途
半
端

な
対
応
で
は
な
く
、
他
の
市
町

村
と
の
差
別
化
の
上
で
も
全
額

無
料
と
し
、
子
育
て
支
援
の
枠

組
み
の
完
成
を
目
指
す
。

問　

無
料
化
を
実
施
し
て
い
る

自
治
体
の
条
例
は
①
子
供
と
親

が
居
住
し
て
い
る
こ
と
②
同
一

世
帯
内
で
公
租
公
課
の
義
務
が

あ
る
者
は
完
全
に
履
行
し
て
い

る
こ
と
等
の
条
件
を
付
け
て
い

る
。
無
料
化
に
よ
り
納
税
等
の

義
務
意
識
の
低
下
を
防
ぎ
、
保

育
料
の
未
納
分
の
解
決
策
に
も

な
る
。
条
件
付
加
が
必
要
な
の

で
は
な
い
か
。

答　

町
長　

　

生
活
が
苦
し
く
て
納
め
ら
れ

な
い
人
が
有
料
に
な
っ
て
し
ま

う
の
で
差
別
は
し
な
い
考
え
で

あ
る
。

問　

払
う
意
識
の
無
い
親
と
、

払
え
な
い
親
で
は
状
況
が
違

う
。
払
え
な
い
状
況
で
あ
れ
ば

別
の
救
済
措
置
が
出
来
る
は

ず
。
一
律
無
料
で
は
な
く
、
年

収
に
よ
っ
て
補
助
率
を
変
え
た

り
、
２
人
目
以
降
を
大
幅
に
軽

減
す
る
ほ
う
が
効
果
的
で
は
な

い
か
。

答　

町
長　

　

今
ま
で
保
育
料
は
２
人
目
が

半
額
に
な
っ
て
い
た
。
一
律
無

料
で
よ
い
と
思
っ
て
い
る
。

問　

無
料
化
よ
り
も
、
そ
の
財

源
で
老
朽
化
し
た
保
育
所
の
建

替
え
や
教
育
環
境
の
整
備
に
投

資
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
面
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答　

町
長　

　

将
来
の
財
源
見
通
し
ま
で
つ

い
た
の
だ
か
ら
無
料
化
を
実
施

す
る
の
で
あ
り
、
無
料
化
に
よ

り
他
の
事
業
が
お
ろ
そ
か
に
な

子育て支援住宅予定地（初原地内）

子
育
て
支
援
住
宅
の

　
　

用
地
取
得
に
つ
い
て

問　

町
営
住
宅
用
地
と
し
て
初

原
地
内
に
３
万
８
０
０
０
㎡
の

広
さ
で
６
０
０
０
万
円
の
用
地

取
得
費
用
が
計
上
さ
れ
た
。
金

額
も
広
さ
も
前
例
が
無
い
ほ
ど

大
規
模
で
あ
る
。
説
明
を
求
め

る
。

答　

町
長　

　

一
団
地
と
し
て
広
い
ほ
う
が

有
効
な
活
用
が
で
き
、
今
ま
で

は
そ
う
い
う
土
地
が
無
か
っ
た

た
め
で
あ
る
。

問　

今
ま
で
は
用
地
取
得
費
が

平
均
２
０
０
０
万
円
程
度
だ
っ

た
。
広
大
な
６
０
０
０
万
円
の

土
地
を
取
得
す
る
よ
り
、
必
要

な
広
さ
の
土
地
を
求
め
、
ほ
か

の
地
区
の
整
備
に
も
費
用
を
分

配
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

答　

町
長　

　

理
想
的
な
団
地
は
30
棟
以
上

で
あ
り
、
該
当
の
土
地
が
理

想
的
で
あ
る
。
ほ
か
の
地
区
も

必
要
な
ら
ば
順
次
整
備
し
て
い

く
。

る
こ
と
は
な
い
。
保
育
施
設
の

改
修
は
国
の
制
度
改
定
を
待
っ

て
か
ら
の
ほ
う
が
得
策
で
あ

る
。

問　

無
料
化
策
に
よ
り
若
者
が

帰
郷
を
検
討
し
て
も
働
く
場
が

無
い
。
厳
し
い
状
況
で
も
企
業

誘
致
の
た
め
努
力
し
、
専
門
の

企
業
誘
致
営
業
マ
ン
を
一
人
配

問　

６
０
０
０
万
円
と
い
う
価

格
は
妥
当
な
の
か
。
価
格
交
渉

は
で
き
な
い
の
か
。

答　

町
長　

　

不
動
産
鑑
定
に
基
づ
い
て
買

う
の
が
原
則
で
あ
る
。

問　

山
田
ふ
る
さ
と
農
園
付
近

に
町
有
地
が
あ
る
。
そ
こ
を
造

成
す
れ
ば
経
費
削
減
に
な
る
の

で
は
な
い
か
。

答　

町
長　

　

地
形
的
に
三
角
地
で
ひ
な
壇

で
あ
り
区
割
り
が
難
し
い
。
今

後
、
都
市
住
民
誘
致
な
ど
に
使

い
た
い
と
思
う
が
、
細
い
道
し

か
な
く
、
子
育
て
住
宅
に
は
適

当
で
は
な
い
と
思
う
。

備
し
、
日
々
町
外
で
誘
致
活
動

を
展
開
し
て
は
ど
う
か
。

答　

町
長　

　

企
業
誘
致
は
意
気
込
み
や
努

力
だ
け
で
図
れ
る
時
代
で
は
な

い
。
時
代
に
波
が
あ
り
、
今
は

一
番
沈
ん
で
い
る
時
代
で
あ

る
。誘
致
の
努
力
は
し
て
い
る
。
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い っ ぱ ん し つ も んい っ ぱ ん し つ も ん 現
状
と
将
来
を
見
据
え
た
施
策
を

藤　

田　
　
　

稔　

議
員

問　

保
育
所
、
幼
稚
園
の
授
業

料
及
び
給
食
費
を
無
料
と
す
る

が
、継
続
的
な
財
源
の
確
保
は
。

答　

町
長

　

３
年
間
で
人
件
費
、
公
債
費

に
お
い
て
３
億
円
前
後
の
削
減

を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
職
員

削
減
で
人
件
費
の
縮
減
、
一
般

財
源
で
の
負
担
を
過
疎
債
ソ
フ

ト
に
振
り
替
え
る
な
ど
す
れ
ば

十
分
確
保
で
き
る
。

問　

経
常
収
支
比
率
、
公
債
負

担
比
率
、
将
来
に
わ
た
る
財
政

負
担
比
率
が
依
然
と
し
て
警
戒

エ
リ
ア
で
、
財
政
力
指
数
は
県

内
で
最
低
と
な
っ
て
い
る
が
。

答　

町
長

　

交
付
税
制
度
な
の
で
、
財
政

力
指
数
は
財
源
と
の
絡
み
は
あ

ま
り
な
い
。
将
来
負
担
率
も
将

来
公
債
費
が
減
少
し
て
い
く
の

で
心
配
す
る
必
要
は
な
い
。

問　

２
年
間
で
、
10
億
８
５
５

２
万
円
の
地
域
活
性
化
臨
時
交

付
金
が
あ
り
財
政
調
整
基
金
等

の
積
立
が
で
き
た
の
で
は
な
い

か
。

答　

町
長

　

全
部
使
っ
て
し
ま
い
、
こ
れ

に
よ
っ
て
潤
う
こ
と
は
な
い
。

多
少
残
っ
た
が
余
裕
資
金
が

あ
っ
た
の
と
は
直
接
関
係
な

い
。

大子町営宿泊施設「やみぞ」

問　

現
在
、雇
用
の
場
の
確
保
、

企
業
の
誘
致
が
大
変
難
し
い
状

況
の
中
で
、
約
30
名
の
現
従
業

員
の
再
雇
用
を
町
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

町
長

　

県
と
余
暇
活
用
事
業
団
と
町

と
の
三
者
に
よ
る
移
管
に
関
す

る
協
定
書
を
結
ん
で
い
る
。
指

定
管
理
者
の
応
募
資
格
に
は
現

従
業
員
を
優
先
的
に
継
続
雇
用

で
き
る
法
人
等
と
し
、
さ
ら
に

事
業
計
画
書
の
中
に
、
現
従
業

員
の
雇
用
配
置
計
画
を
盛
り
込

む
な
ど
最
大
限
の
配
慮
を
し
て

い
る
。

問　

指
定
管
理
者
の
町
内
外
か

ら
の
問
い
合
わ
せ
件
数
は
。

答　

企
画
観
光
課
長

　

町
内
２
社
、
町
外
５
社
。

問　

指
定
管
理
者
選
定
委
員
の

メ
ン
バ
ー
構
成
は
。

答　

財
政
課
長

　

副
町
長
を
委
員
長
と
し
、
会

計
管
理
者
、
総
務
課
長
、
財
政

課
長
、
企
画
観
光
課
長
、
当
該

施
設
を
所
管
す
る
課
長
で
構
成

し
て
い
る
。

問　

経
年
劣
化
の
修
繕
及
び
改

修
経
費
積
立
金
（
固
定
資
産
税

「
や
み
ぞ
」
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
の
現
況
は

そ
の
他
の
質
問

○
環
境
セ
ン
タ
ー
整
備
計
画
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て

○
観
光
の
振
興
に
つ
い
て

問　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
出
動
要

請
と
運
航
状
況
は
。

答　

消
防
長

　

県
に
よ
る
と
８
月
末
で
53
件

の
出
動
要
請
が
あ
り
、
44
件
出

動
し
42
人
搬
送
し
て
い
る
。
町

で
は
２
件
出
動
要
請
し
た
。

問　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
受
け
入
れ

時
に
、
火
災
、
救
急
出
場
等
が

重
な
っ
た
場
合
、
現
職
員
数
で

迅
速
な
対
応
は
難
し
い
と
思
う

が
、
職
員
削
減
の
考
え
が
あ
る

の
か
。

答　

町
長

　

合
理
化
で
き
る
と
こ
ろ
が
あ

れ
ば
、
消
防
に
限
ら
ず
ど
の
部

署
で
も
人
件
費
を
縮
減
し
て
い

き
た
い
。

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

運
航
状
況
と

今
後
の
課
題
は

相
当
額
）
の
納
付
額
は
。

答　

町
長

　

４
〜
５
０
０
万
円
で
あ
る
。
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あ
と
が
き

　

暑
い
暑
い
夏
が
や
っ
と
過

ぎ
去
り
、朝
晩
の
涼
し
さ
が
、

今
ま
で
の
寝
不
足
解
消
に
大

変
役
立
っ
て
い
ま
す
が
、
皆

様
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、
日
本
の
経
済
は
依

然
と
し
て
低
迷
し
税
収
が
落

ち
込
む
な
か
に
あ
っ
て
、

「
何
は
と
も
あ
れ
、
歳
出
の

削
減
が
最
優
先
さ
れ
る
べ
き

で
は
な
い
か
」
と
の
声
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
大

子
町
の
５
年
後
、
10
年
後
を

考
え
ま
す
と
、
行
政
コ
ス
ト

を
現
状
維
持
し
な
が
ら
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
品
質
を
さ
ら

に
高
め
る
施
策
の
推
進
が
、

今
後
必
要
に
な
る
と
考
え
ま

す
。

　

行
政
執
行
者
が
打
ち
出
し

た
将
来
の
方
向
性
を
正
し
て

い
く
の
も
議
会
、
賛
同
す
る

の
も
議
会
で
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
議
会

へ
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た

だ
け
れ
ば
幸
甚
で
す
。

（
野
内
健
一
）

委
員
長　

藤　

田　

友　

晴

副
委
員
長　

佐　

藤　

正　

弘

委　
　

員　

大　

森　

勝　

夫

委　
　

員　

齋　

藤　

忠　

一

委　
　

員　

鈴　

木　

陸　

郎

委　
　

員　

藤　

田　
　
　

稔

委　
　

員　

野　

内　

健　

一

委　
　

員　

吉　

成　

好　

信

委　
　

員　

小　

林　

秀　

次

委　
　

員　

藤　

田　
　
　

健

委　
　

員　

仲　

野　
　
　

廣

大
子
町
議
会

　
　

広
報
委
員
会

　

大
子
町
教
育
委
員
会
委
員
の

出
村
尚
英
氏
（
大
子
町
袋
田
）

が
、
平
成
22
年
９
月
19
日
で
任

期
満
了
に
な
る
た
め
、
同
氏
を

引
き
続
き
任
命
す
る
こ
と
に
同

意
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
平
成
22
年
９
月
20
日

か
ら
４
年
間
で
す
。

教
育
委
員
に

出で
む
ら村　

尚し
ょ
う
え
い英
氏

今
回
の
表
紙

　

家
読
サ
ミ
ッ
ト
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
て
、
依
上
小

の
児
童
達
が
素
晴
ら
し
い
ハ―

モ
ニ
ー
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

国
の
緊
急
雇
用
対
策
事
業
に

よ
る
景
観
整
備
が
行
わ
れ
る
袋

田
所
谷
地
内
の
久
慈
川
沿
い
を

視
察
し
ま
し
た
。

　

久
慈
川
と
国
道
の
間
の
樹
木

を
７
割
ほ
ど
伐
採
す
る
そ
う
で

す
。
こ
の
場
所
は
、
久
慈
川
で

最
も
急
流
で
、
変
化
に
富
ん
だ

流
れ
と
、
対
岸
の
広
葉
樹
林
は

見
事
で
、
新
緑
や
紅
葉
の
季
節

に
は
新
し
い
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と

な
る
所
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
旧
屠
殺
場
の
建
物

が
あ
り
、
景
観
を
壊
す
と
考
え

ら
れ
る
の
で
、
樹
木
の
伐
採
と

あ
わ
せ
て
解
体
す
べ
き
で
あ
る

旨
町
へ
提
言
し
ま
し
た
。

（
産
業
建
設
委
員
長　

金
澤
眞
人
）

景
観
整
備
地
を
視
察

産
業
建
設
委
員
会

議
会
運
営
委
員
・
広
報
委
員

合 

同 

研 

修 

視 

察
　

今
回
の
視
察
は
、
学
校
・
保

育
現
場
で
の
声
の
聞
き
取
り
に

重
点
を
置
き
ま
し
た
。
少
子
化

に
よ
る
複
式
学
級
の
授
業
で
は

補
助
教
員
の
重
要
度
が
高
い
こ

と
。
保
育
所
で
一
歳
児
を
預
か

る
と
、
専
属
に
保
育
す
る
必
要

か
ら
保
育
士
が
不
足
気
味
に
な

る
こ
と
等
の
課
題
が
浮
き
彫
り

に
な
り
ま
し
た
。
対
応
に
は
財

源
負
担
が
と
も
な
い
ま
す
。
教

育
環
境
の
充
実
と
は
何
で
あ
る

か
、
問
題
解
決
の
優
先
順
位

は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
熟
思
し

対
応
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。

（
文
教
厚
生
委
員
長　

大
森
勝
夫
）

学
校
・
保
育
所
等
を
視
察

文
教
厚
生
委
員
会黒沢中学校にて 袋田所谷地内

　

大
子
町
議
会
運
営
委
員
会
と

広
報
委
員
会
の
合
同
研
修
視
察

は
、
宮
城
県
富
谷
町
で
の
議
会

だ
よ
り
の
編
集
に
つ
い
て
の
研

修
、
白
石
市
で
は
生
ご
み
資
源

化
施
設
の
視
察
で
し
た
。

　

第
１
日
目
の
富
谷
町
は
、
藩

政
時
代
、
奥
州
街
道
富
谷
宿
と

し
て
栄
え
、
今
で
も
古
い
街
並

み
が
残
っ
て
い
ま
す
。現
在
は
、

仙
台
の
隣
町
と
い
う
地
の
利
を

生
か
し
、
町
政
施
行
当
時
５
０

０
０
人
余
だ
っ
た
人
口
は
５
万

人
到
達
が
近
い
だ
ろ
う
と
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
わ
が
街
と
は

少
し
活
気
が
違
う
よ
う
な
気
が

し
ま
し
た
。
研
修
会
に
は
、
富

谷
町
議
会
の
広
報
委
員
の
方
が

全
員
出
席
さ
れ
、
議
会
だ
よ
り

の
編
集
の
取
り
組
み
や
、
町
民

に
興
味
を
も
た
れ
る
文
章
表
現

の
方
法
、
さ
ら
に
は
紙
面
の
レ

イ
ア
ウ
ト
な
ど
の
改
善
策
が
そ

れ
ぞ
れ
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

議
会
で
の
活
動
内
容
が
明
確
に

発
信
で
き
る
広
報
と
し
て
議
会

だ
よ
り
発
行
は
最
も
重
要
な
議

員
の
活
動
の
一
つ
で
あ
る
と
改

め
て
感
じ
た
研
修
会
で
し
た
。

（
広
報
委
員　

齋
藤
忠
一
）白石市生ゴミ資源化施設にて

宮城県富谷町役場にて


